
点

交
差

　

昨
年
の
十
一
月
一日
の
秋
田
商
工
会
議
所
臨
時
議
員
総
会

に
お
い
て
、
第
二
〇
代
会
頭
の
職
を
拝
命
致
し
ま
し
た
。

　

父
が
長
く
そ
の
職
に
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
、
三
浦

前
会
頭
の
下
で
二
期
六
年
間
、
副
会
頭
を
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
激
務
の
度
合
い
、
責
任
の

重
さ
は
、
自
分
な
り
に
は
感
じ
て
お
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
就
任
し
て
半
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
経
験

的
に
も
能
力
的
に
も
自
分
の
未
熟
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
、
毎

日
が
勉
強
の
連
続
で
、
何
と
か
自
分
を
見
失
わ
ず
に
、
与

え
ら
れ
た
三
年
間
の
任
期
を
全
う
で
き
る
よ
う
に
精
進
し
て

ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
は
こ
の
任
期
の
中
で
、三
浦
前
会
頭
が
掲
げ
ら
れ
た「
新

た
な
挑
戦
で
元
気
創
出
」
を
継
承
し
、
今
後
の
秋
田
の
発

展
に
向
け
て
、
次
の
五
点
に
特
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
み
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
一
点
目
は
「
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
取
組
み
」

で
す
。
ご
存
じ
の
通
り
秋
田
は
今
、
洋
上
風
力
発
電
が
全

国
的
に
注
目
を
集
め
て
お
り
ま
す
が
、
風
力
に
限
ら
ず
、

地
熱
、
水
力
、
バ
イ
オ
マ
ス
等
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給

の
先
進
地
域
と
し
て
の
優
位
性
を
、
地
域
振
興
の
千
載
一遇

の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
関
連
産
業
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構

築
や
人
材
育
成
、新
規
事
業
への
県
内
企
業
の
参
画
に
関
わ
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

二
点
目
は
、「
秋
田
市
中
心
市
街
地
の
活
性
化
」
で
あ
り

ま
す
。「
あ
き
た
芸
術
劇
場
ミ
ルハス
」
が
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ

ン
し
、
中
心
市
街
地
の
来
訪
者
も
増
え
て
き
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
芸
術
文
化
ゾ
ー
ン
と
し
て
の
魅
力
の
向
上
、
集
客
の

促
進
に
繋
が
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、

さ
ら
に
千
秋
公
園
の
魅
力
を
掘
り
下
げ
歴
史
観
光
の
核
と

な
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
三
に
「
秋
田
港
の
港
湾
機
能
の
強
化
」
で
す
。
秋
田

港
湾
計
画
に
記
さ
れ
て
い
る
岸
壁
等
の
整
備
は
も
と
よ
り
、

秋
田
港
ア
ク
セ
ス
道
路
の
早
期
整
備
、
秋
田
道
秋
田
北
Ⅰ

C
・
秋
田
南
I
C
の
4
車
線
化
整
備
に
つ
い
て
も
、
関
係
機

関
と
の
協
議
を
重
ね
、
強
く
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
四
は
、「
環
日
本
海
交
流
の
推
進
」
で
す
。
秋
田
商
工

会
議
所
は
、
過
去
三
代
の
会
頭
が
、
環
日
本
海
の
交
流
に

力
を
入
れ
て
こ
ら
れ
て
お
り
、
日
中
韓
露
の
四
地
域
に
よ
る

経
済
交
流
会
議
の
枠
組
み
が
合
意
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
政

治
的
に
も
現
在
の
国
際
情
勢
で
は
非
常
に
難
し
い
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
す
が
、
情
勢
を
よ
く
見
極
め
た
上
で
、
国
際
交
流

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
第
五
は「
中
小
・
小
規
模
事
業
者
への
経
営
支
援
」

で
あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
や
経
営
コ
ス
ト
の
上
昇
、
人
件
費
負

担
増
で
苦
し
む
中
小
・
小
規
模
事
業
者
に
対
し
、
国
、
県
、

市
の
新
た
な
る
支
援
策
を
活
用
し
た
経
営
指
導
員
に
よ
る

伴
走
型
支
援
に
加
え
、
中
小
企
業
活
性
化
協
議
会
や
事
業

承
継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
等
の
組
織
を
総
動
員
し
、
再

生
支
援
、
後
継
者
対
策
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

秋
田
商
工
会
議
所
は
本
年
創
立
百
十
六
周
年
を
迎
え
ま

す
。
こ
れ
ま
で
幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
、
こ
の
歴
史
と

伝
統
に
刻
ま
れ
た
先
人
た
ち
の
思
い
を
是
非
、
次
世
代
の
人

た
ち
に
引
き
継
ぐ
役
割
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
同
時
に
今
、

秋
田
は
長
き
に
亘
っ
た
停
滞
か
ら
変
革
へ
の
大
転
換
期
に
あ

る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
秋
田
商
工
会
議
所
会
頭
と
し

て
、
将
来
に
希
望
の
持
て
る
秋
田
の
創
造
に
向
け
、
行
動
し

て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
同
窓
会

の
皆
さ
ま
に
も
、
今

後
と
も
宜
し
く
ご

指
導
、
ご
鞭べ
ん

撻た
つ
の
程

を
お
願
い
申
し
上
げ

て
挨
拶
と
致
し
ま

す
。

第
20
代
会
頭
に
就
任
し
て

�

秋
田
商
工
会
議
所
会
頭　

辻　

良
之
（
昭
和
50
卒
）

「秋田商工会議所 2023年新年祝賀会」にて

つじ・よしゆき／1956年秋田市生
まれ。慶應義塾大学法学部卒。
総合商社勤務を経て2004年秋田
いすゞ 自動車 代表取締役社長に
就任。現在、辻󠄀兵商事・辻󠄀不動
産の社長、グループ企業である
富士フイルムBI秋田・コマツ秋田
等の会長の他、複数の地元企業
取締役、県内外の業界団体役員
を兼務する。2022年11月に秋田
商工会議所会頭に就任。現在に
至る。秋田高校同窓会副会長。
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